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古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 285 号（2026 年 8 月） 

 

若菜、音韻学を学ぶ(5) 

中村雅之 

 

１．色に出でにけり 

 40 度近い猛暑が続いているうちに、若菜の大学も夏休みに入った。若菜はこの夏、週に 3

日、毎回 2時間、近所に住む高校 2年生の美咲の家庭教師をすることになった。母親同士が

昔からの知り合いで、若菜が外国語三昧の生活をしていることを聞いて、それなら娘の英語

を見てほしいという話になったらしい。母親同士の話し合いで、時給 1,500 円に菓子と飲み

物付きということになった。家庭教師としては最低賃金だが、若菜にとって初めての経験だ

し、何より徒歩で数分の場所というのがいい。 

 美咲は‘競技かるた部’に所属していて、百人一首はもちろんのこと、古文全般が好きな

のだが、英語が伸び悩んでいるという。彼女は中学の時に英検準 2級を取っているし、英文

法も大好きなのだが、長い英文を読むのに時間がかかってしまい、内容を楽しめないのだそ

うだ。そこで、まずは簡単な文章をひたすら音読することから始めた。教材はデイビッド・

セイン『1 日 5 分で英語脳をつくる音読ドリル』だ。約 200 語からなる文章が 15 本収めら

れている。若菜自身が高 1の時にひたすら音読したものだ。残念ながらすでに絶版だが、古

本なら容易に入手できる。 

 文章の内容も面白いので、何回か一緒に音読してみたら、美咲も興が乗って来た。その後

で文章を黙読させると、当然のことながら、何の苦労もなく読める。これを繰り返していく

と、長い英文を読むことに抵抗がなくなっていくはずだ。音声もあるので、リスニングの訓

練にもなる。2週目からはもう少しレベルの高い文章も加える予定だ。 

 初日から 3つの文章をひたすら音読して、喉が疲れてきた頃に、美咲のお母さんがシャト

レーゼの‘YATSUDOKI プレミアムアップルパイ’と紅茶を出してくれた。濃厚なリンゴを味

わいながら、話題は百人一首のことになった。 

 

 「百人一首の中では、どの歌が好きなの？」 

  「生生見見 （みぶのただみ）の‘恋すてふ、我が名はまだき立ちにけり、人知れずこそ、思ひ

そめしか’です」 

 「へえ、平兼盛（たいらのかねもり）の方じゃないんだ」 

  「そうですね。兼盛の‘忍ぶれど、色に出でにけり我が恋は、ものや思ふと、人の問ふま

で’の方が一般には評判が良いと思いますけど、私としては、出だしに濁音が多いのが難点

かなと思うのです。‘恋すてふ’のほうが柔らかいですよね」 

  「ああ、確かにね。それじゃ、美咲ちゃんとしては、宮中の歌合わせで村上天皇が兼盛の

方に軍配を上げたのは不服？」 
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  「そういうことはありませんけど、恋する気持ちが顔色に出てしまうというのは、想像し

ただけでも恥ずかしいじゃないですか」 

 「でも、‘恋すてふ’の方も、アイツ恋しているらしいぞという噂が立ったという事だか

ら、恥ずかしさではドッコイじゃないの？」 

  「あ、私は別の解釈をしておりまして。普通の解釈は、ひっそりと恋し始めたばかりなの

に、早くも私の恋の噂が立ってしまった、というものですよね。でも、見見の歌でうたわれ

ているのは、実はさんざん浮名を流したプレイボーイで、次の娘に目を付けたと思ったら、

アプローチする前に噂が広がって困った、という解釈です」 

 「はは、それは面白い」 

  「そう言えば、この前、教室で‘人知れずこそ、思いそめしか’と書かれた歌留多を眺め

ていたら、クラスの男子が横からのぞき込んで、‘俺は兼盛の方が好きだな’と呟いたんで

す。まさか百人一首を知っているとは思わなかったので、びっくりして‘よく知ってるね’

と言ったら、彼、ニヤッと笑って、‘忍ぶれど、色にいでにけり我が教養’とのたまったの

ですよ」 

 「うわー、ちょっとキザだけど、やられたって感じね」 

  「そうなのです。彼、成績もいいし、教養があることは確かなので、ちょっと悔しい気が

しました」 

  「そう言えば、私の同級生にも一人いるわね。いろいろな授業の教室で、学期末の試験は

何が出るかと他の学生に聞いて歩いていたので、みんなから‘またかよ’って呆れられてい

たの。そしたら彼、ボソッと‘これ礼なり’って言ったので、思わず笑っちゃった」 

 「‘これ礼なり’……どこかで見たような。あ、論語ですか？」 

  「ご明察。論語の八佾 （はちいつ）篇に出てくる話。孔子が周の始祖を祀る大廟 （タイビョウ）

での祭礼を任された際に、事ある毎に周囲の人に質問をするので、礼儀作法の専門家なのに

何も知らないではないかと陰口をたたかれた時に発したのが‘これ礼なり’。つまり、習慣

をよく知る古老に教えを乞うことこそが礼儀なのだ、ということね」 

  「実際には知っていることでも、いちいち確認するわけですね。何だかビジネスマンの処

世術みたいです。でも、試験の予想問題を大廟の祭礼になぞらえる所などは、なかなか頓智

が利いていますね」 

  「こういう衒学 （げんがく）趣味というか、ちょこっと知識をひけらかすのが好きな男子っ

て結構いるわね。私は嫌いじゃないけど」 

 「そうですね。何より、こちらの刺激にもなるし」 

  「衒学趣味と言えば、最近、宮崎哲弥の『会話で差がつく大人の上級語彙』というのを本

屋で立ち読みしたの。このタイトルから分かる通り、いかにも知識ひけらかし系の本なのだ

けれど、その中に‘所狭し’という項目があって、‘ところせし’であって、‘ところせまし’

とは読まない、と書いてあった」 

  「え？‘ところせし’は古語じゃないんですか？私の愛読書の徒然草にも、中国から持っ
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てくるもので役に立つのは薬しかない、という文章の中に‘無用の物どものみ取り積みて、

所狭（ところせ）く渡しもて来る、いと愚かなり’とあったのを覚えています」 

 「そうね、‘所狭し’を現代語で‘ところせし’と読む人は 100 人に 1人もいないと思う

のだけれど、宮崎哲弥はなぜか現代語でも‘ところせし’と読むべきだと書いている。本気

でそう思っているのか、大きな誤解をしているのか、謎だわね」 

 

２．音韻論的解釈 

 日曜日、若菜が仙人の家へ行くと、藪から棒に、‘音韻論的解釈と音韻史は関係があると

思うか’と問われた。随分と大雑把な問いである。もちろん関係はあるだろう。でも、どん

な関係かと言われると、だいぶ曖昧だ。音韻論的解釈はあくまでも解釈だから、それを時代

ごとにつなげても音韻史にはならないような気がする。案の定、仙人は言った。 

 

  「音韻論的解釈を時代順に並べても音韻史にはならない。この点はこれまで真剣に議論の

俎上に乗ることは少なかった。平山久雄はかつて、p＞fの軽唇音化を論じた際に、7世紀に

は音声的な軽唇音化は起こっていたが、音韻論的には起こっていないと主張した。pと fの

最小対立が確認される慧琳（えりん）音義の段階に至って軽唇音化が完了したという解釈だ」 

  「最小対立というのは、平山の挙げた例だと、pɪɛn と fɪɛn のように pと f だけが違って

いる対ですね」 

 「そうだ。実際には山摂の軽唇音化は pɪʌn＞fɪʌn＞fʌn＞fan という過程を経た可能性が

高いので、平山の想定したような形の最小対立が存在したとは思えないが、それよりも問題

なのは、平山が音韻論的解釈と音韻史を直結させている点だ」 

  「えーと、つまり、最小対立によって解釈された音素体系の変化を音韻変化とし、それを

並べたものが音韻史だと考えている、ということでしょうか？」 

  「そういうことだ。しかし、そのような考え方は、少なくともワシの感覚には合わない。

音韻変化に関しては、有坂秀世（1940）『音韻論』に述べられた主張に依るのがよいと思う」 

 「それはどのようなものですか？」 

  「音韻念念の変化が音韻変化だというものだ。音韻念念とは、大雑把に言えば、丁寧に発

音しようとした時に、頭の中で発話者が意図している音声ということだ。有坂はこのような

音韻念念のことを‘音韻’と定義している。プラハ学派的な音韻論では、相補分布と最小対

立から導き出した抽象的なものが‘音素’だが、日本では音素を音韻とも呼ぶので、一般に

音韻と言えば、プラハ学派的な‘音素’のことを言う。混乱を避けるために、ここでは有坂

の‘音韻’は音韻念念と呼ぶことにしよう」 

  「つまり、音韻変化とは音韻念念の変化であり、最小対立によって解釈された音素体系の

変化ではない、ということでしょうか。もう少し、具体的に説明して頂けませんか？」 

  「例えば、日本語音韻史では、‘ち’は平安時代や鎌倉時代には［ti］で、16世紀までに

［tʃi］に変わったとされている。ちなみに、今では［tɕi］と表記する方が多いかもしれな
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いが、ここでは馴染みのある旧来の［tʃi］を用いることにする。さて、1937 年に定められ

た日本語のローマ字綴り、いわゆる訓令式ローマ字では、タ行は‘ta,ti,tu,te,to’だ。こ

れはプラハ学派的な音素体系を取り入れた表記と言ってよい。つまり、音素体系の変化を音

韻変化とした場合、‘ち’は平安時代以来ずっと音韻変化を生じなかったことになる。しか

し、我々が日本語音韻史を研究する時、タ行は平安時代から変化していません、という結論

になるだろうか。異なる時代の音素体系を比較しても、音韻史研究とは直結しない。音韻史

はあくまでも音韻念念の変化を追究したものでなければならないのだ」 

  「つまり、音韻変化を確認するのに、必ずしも最小対立を持ち出す必要はない、というこ

とですね。では、音素体系の記述は何のためにあるのですか？」 

 「記述を簡潔にして、体系を理解するためだ。例えば、‘ひし形’も‘台形’も他の形の

四角形も互いに対立がないなら、すべて正方形で表そう、ということだ。つまり、左から押

したり、右から押したりするうちに、ひし形や台形になるのだが、本質は正方形だと考える

のが音韻論的解釈だ。例えば、現代語の‘慢［man］’‘面［miɛn］’‘望［uɑŋ］’は厳密な音

声としては主母音がみな異なるが、それは介音や韻尾の影響でゆがめられているだけで、本

質は同じ音素/a/だと解釈できる。このようにして、体系を単純化していくのだ。音素の理

解は特に文字の表記法を単純化するのに有効だ。ウェード式ローマ字で‘mien’と表記され

た‘面’をピンインで‘mian’と表記するのは、音韻論的解釈に基づいている。日本の訓令

式ローマ字も非常によく整理されている。パソコンでローマ字仮名変換をする際にも、多く

の人が訓令式を使っているはずだ」 

 「そうですね。‘つち’を‘tuti’と打つ方が、ヘボン式で‘tsuchi’と打つよりも簡単

です」 

  「そこで、中国語の中古音についても、音素体系の構築が何度か試みられてきた。早くは

藤堂明保が音素体系を提示したことがある。しかし、彼の最終案が示された 『中国語音韻論

－その歴史的研究－』（1957，改訂版 1980）では、9種の主母音を設定するなど、韻母体系

は必要以上に整理されていない。現在、よく用いられるのは、主母音を 5種にまとめて、コ

ンパクトな体系を示した‘三根谷・平山式’の音素体系だ。韻尾として-ŋとは別に-uŋ を設

けるのが特徴で、これによってコンパクトな体系が可能になった」 

 

３．三根谷徹（1957）の音素体系 

  「まず、出発点となる三根谷徹（1957）「中古漢語の韻母の体系 ―切韻の性格―」から見

ていこう。藤堂明保の音素体系がカールグレンの推定音をほぼそのまま整理したものであ

ったのに対して、三根谷は大胆な音韻論的‘解釈’を加えた。その最も顕著な点は、韻尾に

-uŋ を設定し、江韻の主母音を庚韻と同じ/a/としたことだ。つまり、カールグレンが江韻

の韻母を-ɑ̊ng [-ɔŋ]と推定し、藤堂も/-ɔŋ/としたのに対して、三根谷は/-auŋ/とした。こ

れによって、江韻だけに孤立して現れていた/ɔ/という主母音を消し去ることができ、体系

が整然としたものになった」 
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         ＜三根谷徹（1957）の韻母の音素表＞ 

     

  

  「通摂（・・・・韻韻）と江摂（江韻）に韻尾-uŋ を設定したのですね。この発想はどこ

から来たのでしょうか？」 

  「元々は、頼惟勤 （らいつとむ）が 「上古中国語の喉音韻尾について」 （1953）という論文で、

上古音における韻尾体系の中に、-g、-k、-ŋ の他に、唇音化した韻尾として-ɢw、-qw、-ɴw

を想定した。そして、切韻で-ŋ 韻尾を持つ韻の配置が、初頭の ‘通・江摂’と後半の‘宕・

梗・曽摂’に分かれることについても、  一般には中古の喉音韻尾に-k，-ŋ だけしか考えら

れていないが、中古にも-qw，-ɴw，-k，-ŋ があり、韻書は-qw，-ɴw を前にし、-k，-ŋ を後

にしたものと考える”と説明している。三根谷徹はこの頼惟勤の説を受け入れた上で、ベト

ナム語に［−ŋm̂］［−kp̂］という二重調音が存在することなども参考にして、最終的には中

古音の韻尾に/-uŋ/（および/-uk/）を設定した。この表記について、三根谷自身は /-u-/

によって前の母音および後の子音の円唇性を示すことにしたい”と述べている」 

 「つまり、この/-uŋ/という韻尾は単に理論的なものではなく、実際の音声としても主母

音と韻尾の円唇性を表現しているということですか」 

 「そういうことだ。三根谷の解釈を採用した平山久雄（1967）「中古漢語の音韻」では、

‘・［tŏuŋ］’や‘江［kauŋ］’のように、音声的にも［-uŋ］を再構している」 

 「カールグレンが‘江’を［kɔŋ］と再構したのに対して、三根谷は/kauŋ/とし、平山も

［kauŋ］としたのですね。主母音を［a］とする積極的な根拠は何でしょう？」 
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  「日本漢音や朝鮮漢字音で［a］となっていることだろう。 ‘江’は呉音は ‘コウ’だが、

漢音（旧仮名遣い）は‘カウ’だし、朝鮮漢字音では‘강 gang’だ。慧琳（えりん、737-820）

の一切経音義（いっさいきょうおんぎ）の反切も参考になる」 

 「慧琳音義の反切ですか？」 

 「河野六郎（1955）「慧琳衆経音義の反切の特色」で明らかにされたことだが、慧琳音義

の反切には、被切字と反切上字が主母音を同じくするという著しい特徴がある。全体の 4分

の 3がそのように作られている。そして、江韻の字を被切字とする時、上字に庚韻の字が用

いられることがしばしばある。つまり、江韻と庚韻は主母音が同じであった可能性が高いの

だ。これも主母音を/a/とする根拠の一つだ。ちなみに、韻尾まで同じならば、被切字と上

字が同音ということになり、都合が悪い。そこで、河野は江韻の韻尾を-ŋ とし、庚韻の韻

尾をそれよりも前寄りの-ng’ （-ŋ́）と考えた。この説は、ベトナム漢字音で梗摂が［-ɲ］（入

声［-c］）で表れることと符合するが、韻書で宕・梗・曽摂がまとまっていて、通・江摂と

離れた位置にあることを説明できない。三根谷説によるならば、通・江摂/-uŋ/に対して宕・

梗・曽摂は/-ŋ/で、梗摂には/-ŋ/の異音として［-ŋ́］が表れるのだと説明できる」 

  「なるほど。音韻論とは個々の音声を体系の中でいかに整理するかということなのですね」 

 

４．平山久雄（1967）の音素体系 
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  「これが平山久雄（1967） 「中古漢語の音韻」に示された韻母の音素表だ。三根谷（1957）

の 5母音体系を継承しつつ、新たに/-ɯ/という韻尾を設けている」 

 「この/-ɯ/は何ですか？」 

  「うーむ、ワシもよく分からん。之韻と佳韻がぴったりと収まる位置がないので、仕方な

く設けたという感じだな。平山自身も‘更に検討を要するが試案’として示すと言っている。

具体的には以下の 3箇所だ」 

 

  之韻  /iei/ → /iʌɯ/ 

  佳韻  /ɐ，uɐ/ → /ɐ，uɐ/および/aɯ，uaɯ / 

  支韻  /ie，iue/ → /ieɯ，iueɯ / 

 

 「えーと、三根谷の表を見ると、之韻は脂韻と区別せずに/iei/となっていますね。平山

は之韻を C類とする自説に基づいて、非前舌主母音の/iʌɯ/としたということですね。佳韻

については/ɐ，uɐ/としていたのを、平山は/ɐ，uɐ/と/aɯ，uaɯ /の 2 箇所に配置していま

す。これはどういうことでしょう？」 

  「佳韻は ‘佳 jiā’‘蛙 wā’と‘牌 pái’のように、仮摂のようでもあり、蟹摂のようでも

ある表れ方をする。三根谷は仮摂の扱いをしたが、平山は迷って両方に配置した。しかし、

完全な蟹摂ではなく、あいまいな-ɯ韻尾にしたということだろう。後には仮摂の方を捨て

去ることになる。この点は後で確認しよう」 

 「分かりました。他には、清韻を三根谷の/ieŋ/から庚韻と同じ/iaŋ/に変えています」 

 「これは庚韻と清韻が完全に相補分布をなすからだ。典型的な音韻論的解釈だな」 

 「庚韻 3等が重紐 B類で、清韻が重紐 A類ということでしたね」 

 「うむ。この庚韻と清韻の扱いについては、三根谷も後の『越南漢字音の研究』（1972）

では平山の説を受け入れて、/iaŋ/に庚韻と清韻を配置している」 

  「他に違いがあるのは蒸韻ですね。三根谷の/iʌŋ/に加えて平山は/ieŋ/にも配置し、職韻

は/iuʌk/から/iuek/に移しています。これは類相関を利用して蒸韻に 2 種の主母音を想定

した、平山独自の説でしたね」 

  「そうだ。そして、これに関しても、三根谷（1972）では平山案を採用している。結局の

ところ、三根谷の音素表と平山の音素表の決定的な違いは、/-ɯ/という韻尾を設けるか否

かにあるといってよい」 

 

５．平山（2022）と平山（2006）の音素体系 

 「1980 年代から 1990 年代の講義に基づくという平山久雄（2022）『中古音講義』におけ

る韻母の音素表も平山（1967）とほぼ同じだが、2箇所にあった佳韻を/aɯ，uaɯ/のみにし

た点が異なる」 

 「その/-ɯ/が問題ですが、それを除けば、非常に均整の取れた体系のように見えます」 
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＜平山久雄（2022）の韻母の音素表＞ 

    

 

＜平山久雄（2006）の韻母の音素表＞ 
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 「平山久雄（2006）「上古漢語の音素体系」（ 『篇篇』25）に掲げられた音素表では、合口

の拗介音、つまり撮口呼を/-iu-/から/-y-/に変えた。また、それまで/ieɯ，iueɯ/の位置

にあった支韻を/ie，ye/に移した。これは三根谷の表にあった位置に戻したことになる」 

  「支韻に関しては、もともと/ieɯ，iueɯ/とする必要がなかったと思います。/ie，iue/

のままで他の韻とぶつかる訳でもないですし」 

  「そうだな。あれこれ考えて、原点回帰した感じだな。そうなると、いよいよ之韻と佳韻

だけが/-ɯ/にあって、バランスは非常に悪い」 

 「2等重韻の主母音/-@-/は何でしょう？」 

  「それまで中舌の/ɐ/としていたのに疑念を持ったのだ。次の平山（2018）で結論が出る」 

 

６．平山（2018）の音素体系 
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 「この平山久雄（2018）『敦煌「毛詩音」音韻研究』の音素表は、平山の最終案というこ

とになる。平山（2006）で/@/としていたものを、平山（2018）のⅡ類では/æ/としている。

2等重韻は初期の/a/と/ɐ/から、最終的には/a/と/æ/になった。音価も同じ表記になってい

る。これによって、1等韻と 3等 C類だけが中舌・後舌の主母音で、それ以外はすべて前舌

母音となり、体系としては非常にスッキリしたものになっている」 

 「流れは分かりました。初期の/-uŋ/は最終的には/-wŋ/になるのですね」 

  「平山としては、唇音化した ŋという一つの韻尾だということを強調したかったのではな

いかと思うが、やや見にくいし書きにくいな。杜甫の春望を音素表記してみようか。左が音

素表記で、右が音声表記だ。ともに平山（2018）による」 

 

  國破山河在 kuʌk phɑ･ ʂæn ɦɑ･ dzʌi     /  kuək phɑ･ ʂæn ɦɑ･ dzʌi 

  城春草木深  dʑiaŋ  tɕhyen  tshɑu mʌwk ɕiem  / dʑiɛŋ  tɕhyen  tshɑu mowk ɕiem 

  感時花濺涙 kʌm dʑiʌɯ hua･ tsen lyei   / kəm dʑiəɪ hua tsɛn lyi 

  恨別鳥驚心 ɦʌn biat teu kiaŋ siem    / ɦən bɪɛt tɛu kɪaŋ siem 

  烽火連三月 phiɑwŋ  huɑ･ lian sɑm ŋyɑt  / phʏoŋ  huɑ liɛn sɑm ŋʏʌt 

  家書抵萬金 ka･ ɕiʌ･ tei miɑn kiem    / ka･ ɕiə tɛi mɪʌn kɪem  

  白頭掻更短 bak dʌu sɑu kaŋ tuɑn    / bak dəu sɑu kaŋ tuɑn 

  渾欲不勝簪 ɦuʌn jiɑwk pyʌt ɕiʌŋ tʂiem  /  ɦuən jyok pʏət ɕiəŋ tʂɪem 

 

７．ちはやふる 

 休憩時間になり、若菜は家庭教師を始めたこと、教え子が‘競技かるた部’に所属してい

て、古文が得意なことなどを話題にした。すると仙人は、それはやはり、広瀬すず主演の映

画‘ちはやふる’の影響かな、と言った。まさに、図星なのである。 

 

  「ところで、‘神’に係る枕詞は、‘ちはやぶる’と‘ちはやふる’のどちらが正しいので

しょう？」 

 「本来は‘ちはやぶる’と濁るのが正解なのだろうなア」 
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 「具体的な根拠はありますか？」 

  「ふむ。万葉集に  千葉破 （ちはやぶる）神の齋垣 （いがき）も越えぬべし、今は我が名の惜し

けくものなし” （11-2663）という歌がある。神域の結界を超えるという禁忌を冒してでも逢

いに行きたい、ということだな。‘千（ち）葉（は）破（やぶる）’の表記があるからには、濁る

のだろう」 

 「‘破’を‘やふる’と呼んだ可能性はないのですか？」 

  「もしも清音で読んだとしたら、その後の音韻変化は jaфuru＞jauru＞jo:ru のようにな

ったはずだ」 

 「なるほど、語中のハ行はワ行になるのでしたね」 

 「それに、語源的にも濁るのが自然だ」 

 「語源ですか？」 

 「‘ちはやぶる’は一般には‘いちはやぶる’の‘い’が落ちたものとされている」 

  「ああ、なるほど。 ‘いだく’から‘抱く’になり、‘いばら’から‘薔薇’になったのと

同じ現象ですね」 

 「そうだ。‘いちはやし’は、すばやい・はげしい・きびしい、などの意味がある。それ

に‘振る’が付いた‘ちはやぶる’は上二段活用の動詞‘ちはやぶ’の連体形で‘激しく振

る舞う’という意味になる」 

  「あれ？ちょっと待って下さい。‘振る’は四段活用です。‘(い)ちはや＋ふる’から‘ち

はやぶ’ができたのなら、どうして活用が違うのでしょうか？」 

 「それはよくあることだ。現代語で言うと、‘する’はサ行変格活用だが、‘愛す（る）’

は未然形‘愛さない’のように五段活用の形になる。 ‘感じる（＜感ず）’に至っては、完全

に上一段活用になっている。合成語になると活用が変わるのは珍しくないのだ。こういうの

は感覚的なものだから、時代によっても、社会集団によっても変わることがある」 

 「なるほど」 

  「‘ちはやぶる’（ 激しく振る舞う）は、語構成も意味も‘あらぶる’ （ 荒く振る舞う）

に似ている」 

 「 ‘ちはやぶる神’は‘あらぶる神’ですか。それならば‘ちはやぶる’と濁るのが自然

ですね。ではどうして、‘ちはやふる’という濁らない読みがあるのでしょう？」 

  「理 は分からないが、すでに中世には‘～ふる’の読みがあったようだ。17 世紀初頭に

長崎で作られた日葡辞書には‘chiuayafuru’と綴られている」 

 「2音節目が‘わ’ですね」 

  「語中のハ行がワ行になるのだから、通例のとおりだ。しかし実際には、仮名表記に従っ

てハ行に戻したり、拮抗しているものもある。母（はは）、頬（ほお、ほほ）などだ。‘ちは

やふる’も戻したクチだろうな」 

  「うーむ、文字表記が音韻変化に待ったをかける訳ですか。そう言えば、‘色は匂へど…’

も文字を拾い読みする時は‘irohanihoheto…’と読みますね。音韻史と文字表記の問題も
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なかなか面白そうです」 

 

８．後期中古音の体系 

 「さて、今日は三根谷・平山式の韻母の音素体系を見たが、感想はどうかな？」 

  「音声の再構に比べれば、かなり整理されていると思いますが、それでも複雑な印象は否

めません」 

  「うむ。音素表記でも、中古音を表記するのはかなり大変だな。ところで、ワシが‘ざっ

くり中古音’を記す時に参考にしたものがある。三根谷徹（1976）「唐代の標準語音につい

て」に示された後期中古音の音素体系だ」 

＜三根谷（1976）の音素体系＞ 

 

 「おお、これはかなり簡潔になっていますね。3母音体系ですか」 

 「重韻が合流して母音が減った結果だ。ワシの表記では、/a/の拗音（/ia/と/iua/）、つ

まり 3等韻と 4等韻の主母音を ［ɛ］にした上で、通摂の諸韻と/iəi，iəm，iən/などを次の

ように単純化したも。入声もこれに準ずる」 

    ・ 1・・/-əuŋ/ → ［-uŋ］ 

    ・ 3・韻/-iəuŋ，-iɑuŋ/ → ［-iuŋ］ 

    /-iəi，-iəm，-iən/ → ［-i，-im，-in］ 

 「実際の発音に近づけたイメージですね」 

  「平山久雄も唐詩を当時の音で読む試みを発表している。つまり、後期中古音の発音とい

うことだな」 
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＜平山久雄（2016）「唐詩の韻律 －漢文訓読の彼方－」より＞ 

 

 

  「漢字の右下についている〇◆▲▼は声調のようですね。音声表記の右肩の数字は何です

か？」 

 「5 度法による調値だ。1 が低く、5 が高い。‘破’を‘phɑ･24’としているのは、去声の

調値が 2から 4への上昇調だということだ。陰平声が 31、陽平声が 11になっている。上声

は陰調・陽調どちらも 35 で、陰入声が 4、陽入声が 2 だ。ワシなら、陽上声の‘在’は去

声に合流したと見なして 24 にするところだが、この辺は解釈の違いだな」 

 「全濁音声母の表記が変わっていますね」 

  「そうだな。‘在’を［dzɑi］とせずに、［tsɦɑi］としている。唐代に入ると、全濁音が清

音化していくのだが、その途中段階として、現在の上海語のような、出だしは無声だがそれ

に有声の息が続く音声をイメージしているようだ。他に気づく点はあるかな？」 

 「‘木’や‘万’においては、非鼻音化を表記しているようです」 

  「うむ、この辺りは議論のある所だな。まず、非鼻音化という現象は非漢語話者が聞けば

感知することができただろうが、母語話者が意識していたとは思えない。それに日母の非鼻

音化は全国的に起こったようだが、それ以外の声母の非鼻音化は長安を中心とする地域や

西北地域の特徴とされている。政治・文化の中心が・に移って北京や南京などの言語が影響

力を持ってからは、非鼻音化は記録されていない。唐詩を読む際にこれを表記する必要があ

るかどどうかは甚だ疑問だ」 

 「あとは、合口介音と韻尾の uを wで表記しているのと、2等韻の主母音がすべて［æ］

になっているようです」 

  「平山（2018）の前期中古音では、2等重韻は［a］と［æ］だったが、後期中古音では［æ］

の方に合流したという解釈だな。しかし、唐詩を読もうとする人から見れば、‘花’の発音

を［hwæ］と表記するよりは、［hua］の方が読みやすいのではないかと思うがなア。これに

は何かしら平山のこだわりがあるのだろう」 

 「少し細かいことなのですが、屋韻（・韻入声）‘木’と韻韻‘烽’と燭韻（韻韻入声）

‘欲’の表記が気になります。韻母だけを見ると、‘木-owk’‘烽-owŋ’‘欲-yok’です。も
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しも通摂（・・・・韻韻）がすべて合流したとすれば、‘木’と‘欲’が同じような表記に

なるはずですが、そうなっていません。三根谷のように 1等韻の・ 1韻と・韻は合流してい

たが、3等韻の・ 3韻と韻韻は区別があったと考えているのでしょうか。しかし、韻韻の‘烽’

は・韻と同じ韻母になっているように見えます」 

 「おそらく三根谷と同様の解釈だろう。ただし、‘烽’だけは軽唇音化を経て直音になっ

たために、・韻に合流したということではないかな」 

 「つまり、軽唇音化の後に合流が起こったという見立てでしょうか？」 

 「そういうことになる」 

  「前回と今回でいろいろな音価表や音素表を見てきましたけど、一つ一つの表記に主義主

張が隠れているのですね」 

  「それはそうだ。ワシの‘ざっくり中古音’だって、大雑把なものではあるが、個々の表

記は悩みながら作ったのだ」 

 「そうなのですね。特に悩んだのはどれですか？」 

 「そうだなア、微母の［ɱ］かな。軽唇音化は表したいが、非鼻音化は表現したくない。

つまり、［m］でも［v］でもない、とすると理論的な［ɱ］しかなかったのだ。思い切って

［w］にしようかとも思ったが、長安音を無視するのもやり過ぎだろう。長安の［ɱ］＞［v］

と北京の［ɱ］＞［w］の両方の可能性を考えて、［ɱ］としたのだ」 

  「ああ、なるほど。なんで読みにくい記号を使っているのかと思いましたが、悩まれた結

果だったのですね」 

 「表に見えるものは氷山の一角。その下に深淵なる懊悩が横たわっているのだ」 

 「……」 

 「なんてな、悩みは学問の楽しみの一部だ。そうではないか？」 

 「はい、楽しいです」 

 

９．ロシア語の絶望 

 翌日の夕方、若菜は葵 （あおい）先生と駅前の喫茶店で待ち合せた。ロシア語の教材をもら

うためだ。葵先生は過去 10 年以上にわたる NHK ラジオ講座の音声を持っているので、初級

～中級の音声データをくれるようにお願いしたのだ。 

 若菜は高 3 の春にロシア語の学習を始めたので、そろそろ 1 年半になる。やっと基礎文

法を理解して、基礎語彙もだいぶ記憶に蓄積されてきた。しかし、名詞・形容詞の格変化や

動詞の活用は例外が多すぎて、なかなか覚えられないし、動詞の中には概念として日本語に

ないものが無数にあるので、苦労する。 

 例えば、「子供を幼稚園に連れて行く」という内容のことをロシア語で言おうとしても、

これだけでは動詞が決まらない。車で行くのか、手を引いて行くのか、抱っこして行くのか

によって、それぞれ動詞が異なる。しかも、今移動している最中なのか、毎日の習慣のこと

を言っているのかで、また使う動詞が異なる。さらに「連れて行った」という完了した行為
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なのであれば、またまた違う動詞を用いなければならない。つまり、最低でも 8つ以上の動

詞が候補としてあり、適切なものを選ばなければならない。その上、それらの動詞の多くが

不規則活用なのだ。ベビーカーで連れて行く時には、一体どの動詞を使うべきなのか？ 

 格変化もなかなかだ。形を覚えるだけでも大変だが、どの格をいつ使うかを覚えるのも難

しい。特に厄介なのは数詞が関わる時だ。「本がある」という時、1 冊であれば、単数主格

だが、2～4冊ならば単数生格（ 属格）、5～20 冊ならば複数生格になる。そして、21冊な

らば、また単数主格。ここまでは初級文法の範囲だ。中級になると、これに形容詞が加わる。

「面白い本がある」の‘面白い’の部分は、1冊なら単数主格、2冊なら複数主格、3～20 冊

なら複数生格になる。ただし、「2冊の面白い雑誌がある」ならば‘面白い’は複数生格だ。

本（女性名詞）と雑誌（男性名詞）で 2の後の形容詞の格が異なる。理不尽な話だが、これ

で音を上げてはロシア語とは付き合えない。さらにこれら全体が格変化するのである。数詞

が格変化するなど、初級の段階では思いもよらぬことだった。 

 

 「家庭教師の方はどう？」 

  「面白いです。古文が得意な子なので、話していても楽しいし、英語もよく出来るので、

教えがいがあります。私の英語の勉強にもなるし」 

  「確かに、教わるよりも、教える方が勉強になる。人に話すことで自分の記憶にも残るし」 

 「本当にそうですね。おかげで英文法のブラッシュアップになります」 

 「リクエストのあったロシア語の音声の方は、2 種類持ってきた。一つは 2022 年放送の

毛利公美先生の初級編、もう一つはだいぶ古いけど 2013 年放送の黒田龍之助先生の上級編」 

 「上級編ですか？」 

  「上級とは言っても、ゆっくり文法の解説をするだけだから、そんなに負担にはならない

と思う。初級では習わない文法を丁寧に説明してくれる」 

  「あ、それは助かります。今、去年の後半に放送していた応用編の録音を聴いているので

すけど、文法説明が全くないので、分かる所だけを聞いている状態です」 

 「去年の応用編というと、もと HKT48 の村重杏奈が進行役をしていたもの？」 

  「そうです。お母さんがロシア人で家庭ではロシア語を話していたというだけあって、と

てもきれいな発音です」 

 「私も聴いた。テキストなしだと半分ぐらいしか分からなかった」 

 「私は 10 分の 1ぐらいです」 

  「バイト代が入ったら、安岡治子 『総合ロシア語入門』を買うといい。4000 円近くするけ

ど、初級から中級までのしっかりした本だから、真面目に取り組めば力がつく」 

 「分かりました。ところで、葵先生は百人一首の中ではどれが好きですか？」 

 「うーん、声に出して口調が良いのは、紀友則（きのとものり）かな」 

 「‘久方（ひさかた）の、光のどけき春の日に、しづ心なく、花の散るらむ’ですね」 

  「のどかな春の日に、桜の花だけがせわしくハラハラと散ってゆく、という情景もいいけ
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ど、音の響きが気持ちいい。‘しづ心なく’以外は各句がハ行で始まるから、現代語で読ん

でも、‘hi…、hi…、ha…、ʃi…、ha…’としっかり頭韻を踏んでいるのが分かる。そして

最後の‘花の散るらむ’は心に沁みる」 

  「なるほど、そこまでは気付きませんでした。私が教えている美咲ちゃんも、口調を気に

する子で、平兼盛の‘忍ぶれど…’を濁音が多くて、美しくないというのです」 

  「詩歌というのは、内容も大事だけど、口調も重要。それは、漢詩を訓読する時にさえ、

気になる」 

  「あー、それはそうですね。 ‘渭城朝雨浥軽塵 （渭城の朝雨は軽塵をうるおし）’で始まる

王維の詩を今でも覚えているのは、口調が良いからです」 

  「うん。私も学生の頃に聞いた ‘愛の喜び（Plaisir d'amour）’というフランス語の歌は、

今でも覚えている。18 世紀の歌だけど、エルビス・プレスリーの‘好きにならずにいられ

ない（Can't Help Falling in Love）’の元歌としても知られている。フランス語の歌詞は

メロディーとよく合っているので、歌っても気持ちがいい」 

  「先週と昨日と、仙人の家で平山久雄の音価表と音素表について見たのですけど、音価も

音素表も発表するたびに修正されるのです。あれは、平山自身が何度も声に出して、納得の

行くまで修正し続けたのでしょうね」 

  「そう言えば、誰かが唐詩を復元した音で読み上げたテープが、むかし発売されたのでは

なかったかしら。仙人からそんな話を聞いた気がする。平山久雄だったかな……」 

 「あ、それはやりそう……」 

  「きっと、発表する前も後も、あれやこれやと納得の行く音声を追求していたのではない

かな。百人一首やシャンソンを覚えるのはただの趣味だけど、中古音を追求するのは彼の仕

事だから、楽しみながらも苦悩があったかも」 

  「仙人が、見えているものは氷山の一角、その下に深淵な懊悩がある、と仰っていました」 

 「まあ、そういうことだね」 

 「葵先生も深淵な懊悩を抱えるタイプですか？」 

  「いや、思い込んだらまっしぐら、かな。そうでなければ、10も 15 も外国語に手を出し

たりしない」 

 「うーん、人生いろいろ、ですね」 

 


